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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１） 経営成績に関する説明 

前連結会計年度より、当社及び３月決算であった連結対象会社は、決算日を３月 31 日から 12 月 31 日に変

更しました。2015 年 12 月期第１四半期は、３月決算であった当社及び連結対象会社は 2015 年４月１日から

2015 年６月 30 日までを、12 月決算であった連結対象会社は 2015 年１月１日から 2015 年３月 31 日までをそ

れぞれ連結対象期間としていましたが、以下は、参考情報としての「前年同一期間（注１）」との比較で記載

しています。 

 

 
売上高 

 

(億円) 

営業利益 

 

(億円) 

経常利益 

 

(億円) 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

(億円) 

１株当たり 

四半期 

純利益 

(円) 

潜在株式調整後

１株当たり 

四半期純利益 

(円) 

2016年 12月期第 1四半期 2,133 221 220 273 68.40 68.31 

(参考)前年同一期間  2,103 126 123 25 6.18 6.17 

調整後増減率  1.4% 75.9% 77.9% ― ― ― 

調整後外貨増減率 4.6% 84.7%     

2015年 12月期第１四半期  2,023 130 136 37 9.22 9.20 

(注) １ 前年同一期間は、当第１四半期連結累計期間（2016 年１月１日から 2016 年３月 31 日）に対応する前年の同一期間（2015 年

１月１日から 2015年３月 31日）です。調整後増減率については、「前年同一期間」との比較で記載しています。 

   ２ 当第１四半期連結累計期間における、親会社株主に帰属する四半期純利益、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の調整後増減率については、1,000％以上のため記載していません。 

 

当第１四半期連結累計期間（2016年１月１日～2016年３月 31日）の国内における景況感は、一部弱さがみ

られるものの、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続き、個人消費も総じて底堅く推移しまし

た。国内化粧品市場も同様に回復基調が継続したことに加え、昨年に引き続き増加する訪日外国人によるイン

バウンド需要もあり、堅調に推移しました。海外化粧品市場では、米州、欧州が緩やかに伸長した一方で、ア

ジア、中国が堅調な成長を持続しました。 

このような環境において、当社は 2014 年 12月に発表した中長期戦略「VISION 2020」のもと、「世界で勝て

る日本発のグローバルビューティーカンパニー」をめざし、すべての活動において“お客さま起点”を軸に据

え、ブランド価値の向上に取り組んでいます。そして、2016年 1月より「Think Global, Act Local」の考え

方に則り、お客さまの購買接点タイプ別に分類した５つのブランドカテゴリーと６つの地域を掛け合わせた

「マトリクス型組織体制」をスタートし、地域ごとに幅広い権限と責任を持たせ、お客さまや市場への対応力

を強化しています。当第１四半期連結累計期間においては、このグローバル経営体制のもと、お客さま起点の

活動を徹底し、強化するブランドの選択と集中、マーケティング投資のさらなる強化を継続することで、持続

的にブランドを成長させるとともに、海外を中心として構造改革を進めながら収益性改善に取り組むなど、着

実に各地域が売上成長と利益拡大を実現できる基盤の構築に努めました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、日本や中国、トラベルリテールの売上伸長が、ライセン

ス契約終了に伴う「Jean Paul GAULTIER」の売上減影響を吸収したことにより、現地通貨ベースで前年同一期

間比 4.6％増となりました。また、円換算後では円高による為替影響を受け、前年同一期間比 1.4％増の 2,133

億円となりました。営業利益は、売上増に伴う差益増や世界各地域でのプレステージブランドの売上伸長によ

るプロダクトミックスの改善、コスト構造改革による原価率低減に加え、マーケティング投資の発生時期のず

れなどにより、前年同一期間比 75.9％増の 221 億円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、

「Jean Paul GAULTIER」のフレグランスに関する知的財産権の譲渡益や鎌倉工場跡地の売却益を特別利益に計

上したことなどにより、前年同一期間に対し 248 億円増の 273 億円となりました。 

なお、当第１四半期連結累計期間における財務諸表項目（収益及び費用）の主な為替換算レートは、１ドル

＝115.5円、１ユーロ＝127.2 円、１中国元＝17.6円となっています。 
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【連結】                                            （単位：百万円） 

 
区     分 当第１四半期 構成比 

(参考) 

前年同一期間 
構成比 

調整後 

増  減 

調整後 

増減率 

調整後 

外貨増減率 

売 日本事業 104,581 49.0% 100,092 47.6% 4,489 4.5% 4.5% 

上 中国事業 31,439 14.8% 29,609 14.1% 1,829 6.2% 14.1% 

高 アジアパシフィック事業 12,512 5.9% 12,685 6.0% △172 △1.4% 9.1% 

 米州事業 37,812 17.7% 38,456 18.3% △644 △1.7% 2.3% 

 欧州事業 20,758 9.7% 25,247 12.0% △4,488 △17.8% △12.7% 

 トラベルリテール事業 6,160 2.9% 4,228 2.0% 1,931 45.7% 50.6% 

合    計 213,264 100.0% 210,320 100.0% 2,944 1.4% 4.6% 

(注) 報告セグメントごとの売上高は外部顧客への売上高です。 

 
区     分 当第１四半期 売上比 

(参考) 

前年同一期間 
売上比 

調整後 

増  減 

調整後 

増減率 

営 日本事業 18,841 16.4% 13,063 11.7% 5,777 44.2% 

業 中国事業 3,690 11.7% 225 0.8% 3,464 ― 

利 アジアパシフィック事業 1,302 10.4% 753 5.9% 548 72.9% 

益 米州事業 △1,018 △2.5% △2,196 △5.3% 1,178 ― 

 欧州事業 △56 △0.3% 3,175 12.1% △3,231 ― 

 トラベルリテール事業 1,667 27.1% 663 15.7% 1,003 151.2% 

 全地域 24,427 10.8% 15,685 6.9% 8,742 55.7% 

 調整額 △2,338 ― △3,128 ― 789 ― 

 合    計 22,089 10.4% 12,557 6.0% 9,532 75.9% 

経常利益 21,956 10.3% 12,345 5.9% 9,611 77.9% 

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 
27,302 12.8% 2,464 1.2% 24,838 ― 

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去 1,470百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△3,808百万

円です。当該全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用です。 

２ セグメント利益における売上比はセグメント間の内部売上高を含めた売上に対する比率です。 

３ 当第１四半期連結会計期間より、当社グループ内の組織体制変更に伴い、報告セグメントを従来の「日本事業」及び「グロー

バル事業」から、「日本事業」「中国事業」「アジアパシフィック事業」「米州事業」「欧州事業」及び「トラベルリテール事業」

に変更しています。なお、前年同一期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載してい

ます。 

４ 当第１四半期連結累計期間における、「中国事業」のセグメント営業利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益の調整後増

減率については、1,000％以上のため記載していません。 

５ 欧州事業は、中東及びアフリカ地域を含みます。 

【参考情報】 

各報告セグメントの主要な事業領域及び会社は以下のとおりです。 

区 分 主 要 な 事 業 領 域 及 び 会 社 

日本事業 資生堂ジャパン（株）など、日本エリアでの事業全般 

中国事業 資生堂（中国）投資有限公司など、中国エリアでの事業全般 

アジアパシフィック事業 資生堂アジアパシフィック Pte. Ltd.など、日本、中国を除くアジア及びオセアニアでの事業全般 

米州事業 
資生堂アメリカズ Corp.など、米州エリアでの事業全般 

ベアエッセンシャル Inc.及びその子会社等 

欧州事業 
資生堂インターナショナルヨーロッパ S.A.など、中東、アフリカを含む欧州エリアでの事業全般 

ボーテプレステージインターナショナル S.A.及びその子会社等 

トラベルリテール事業 
海外における免税店での事業全般（日本事業のトラベルリテール（（株）ザ・ギンザ）や欧州事業におけ

るボーテプレステージインターナショナル S.A.のトラベルリテール事業を除く） 

(注) １ 従来、「グローバル事業」に計上していた国内プロフェッショナル事業に加え、「その他」に計上していた（株）ザ・ギンザや

（株）資生堂パーラーなどについては、当期より日本事業へ計上しています。 

   ２ 従来、「グローバル事業」に計上していた海外プロフェッショナル事業については、トラベルリテール事業を除く各地域に計上

しています。 
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各報告セグメントの概況は次のとおりです。 

 

【日本事業】 

日本事業では、「クレ・ド・ポー ボーテ」や「アネッサ」など、プレステージ及びコスメティクスにおけ

る主力ブランドのリニューアルや積極的なマーケティング投資の効果が着実に表れていることに加え、拡大す

るインバウンド需要を獲得したことなどにより、売上高は前年同一期間比 4.5％増の 1,046億円となりました。

営業利益は売上増に伴う差益増やプロダクトミックスの改善、コスト構造改革による原価低減に加え、マーケ

ティング投資の発生時期のずれなどにより、前年同一期間比 44.2％増の 188 億円となりました。 

 

【中国事業】 

中国事業では、前期から構造改革を進める中で、成長するＥコマースや「SHISEIDO」「クレ・ド・ポー ボ

ーテ」「IPSA」などのプレステージブランドが着実に売上を拡大したことなどにより、売上高は現地通貨ベー

スで前年同一期間比 14.1％増、円換算後では前年同一期間比 6.2％増の 314億円となりました。営業利益は売

上増に伴う差益増やマーケティング投資の発生時期のずれなどにより、前年同一期間に対し 35 億円増の 37

億円となりました。 

 

【アジアパシフィック事業】 

アジアパシフィック事業では、韓国において「NARS」やパーソナルケアブランドの売上が大きく成長したこ

とに加え、タイ、ベトナムを中心に「SHISEIDO」や「クレ・ド・ポー ボーテ」「NARS」などのプレステージ

ブランドの売上が引き続き伸長したことなどにより、売上高は現地通貨ベースで前年同一期間比 9.1％増、円

換算後では前年同一期間比 1.4％減の 125億円となりました。営業利益は売上増に伴う差益増や費用の効率化

などにより、前年同一期間比 72.9％増の 13億円となりました。 

 

【米州事業】 

米州事業では、「bareMinerals」の売上が現地通貨ベースで前年並みに推移した一方で、「SHISEIDO」や「ク

レ・ド・ポー ボーテ」などのプレステージブランドの売上が引き続き伸長したことにより、売上高は現地通

貨ベースで前年同一期間比 2.3％増、円換算後では前年同一期間比 1.7％減の 378 億円となりました。営業利

益はコスト構造改革による原価低減や費用の効率化などにより、前年同一期間に対し 12億円増益の 10 億円の

損失となり、収益性を改善しました。 

 

【欧州事業】 

欧州事業では、「narciso rodriguez」や「SHISEIDO」「クレ・ド・ポー ボーテ」が着実に売上を拡大した

ものの、昨年ライセンス契約が終了した「Jean Paul GAULTIER」の売上減の影響が大きく、売上高は現地通貨

ベースで前年同一期間比 12.7％減、円換算後では前年同一期間比 17.8％減の 208 億円となりました。営業利

益は売上減に伴う差益減などにより前年同一期間に対し 32 億円減の１億円の損失となりました。なお、「Jean 

Paul GAULTIER」を除く売上高は現地通貨ベースで前年同一期間比 6.9％増です。 

 

【トラベルリテール事業】 

トラベルリテール事業では、カウンターの出店や店頭人員の拡充など、積極的にマーケティング投資を強化

したことなどにより、中国や韓国、タイなどアジアの主要な空港免税店の売上が前年を大きく上回って伸長し、

売上高は現地通貨ベースで前年同一期間比 50.6％増、円換算後では前年同一期間比 45.7％増の 62億円となり

ました。営業利益は売上増に伴う差益増などにより、前年同一期間比 151.2％増の 17 億円となりました。 
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第１四半期の実績状況や為替動向を踏まえ、2016 年２月９日に発表した第２四半期（累計）及び通期の

連結業績予想を以下のとおり修正します。 

なお、前提となる主な為替レートは、当第１四半期連結累計期間における財務諸表項目（収益及び費用）の

為替換算レートと同様、１ドル＝115.5 円、１ユーロ＝127.2円、１中国元＝17.6 円を想定しています。 

 

１．第２四半期（累計）連結業績期間 

 売上高は、円高による為替のマイナス影響が 75 億円あるものの、日本事業や中国事業、トラベルリテール

事業を中心に現地通貨ベースで当初の想定を 105 億円上回る見込みのため、円換算後では当初の想定を 30 億

円上回る見込みです。営業利益及び経常利益は、売上増に伴う差益増などにより、当初の想定を上回る見込み

です。親会社株主に帰属する四半期純利益は、営業利益の増に加え、当第１四半期連結累計期間に計上した固

定資産売却益などにより、当初の想定を上回る見込みです。 

 

2016年 12月期 第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 （2016年１月１日～2016 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 417,000 11,000 11,000 13,000 32.57 

今回修正予想（B） 420,000 16,000 16,000 23,500 58.88 

増減額（B-A） 3,000 5,000 5,000 10,500  

増減率（％） 0.7 45.5 45.5 80.8  

（参考）前年同一期間 410,612 15,098 15,493 5,422 13.59 

前年第２四半期（累計）実績 

（2015年 12月期 第２四半期） 
411,889 14,888 15,153 3,988 10.00 

 

２．通期連結業績期間 

 売上高は、現地通貨ベースでは当初の想定を 160億円上回る見込みであるものの、円高による為替のマイナ

ス影響の 160億円と相殺されることにより、前回発表予想からの変更はありません。営業利益及び経常利益は、

現地通貨ベースでの売上増に伴う差益増があるものの、主に米州事業における一時的な構造改革に伴う費用の

発生を想定しており、前回発表予想からの変更はありません。親会社株主に帰属する当期純利益は、第２四半

期連結累計期間の状況を踏まえ、当初の想定を上回る見込みです。 

 

2016年 12月期 通期連結業績予想数値の修正 （2016 年１月１日～2016年 12月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 872,000 38,000 38,000 28,000 70.16 

今回修正予想（B） 872,000 38,000 38,000 34,500 86.44 

増減額（B-A） 0 0 0 6,500  

増減率（％） 0.0 0.0 0.0 23.2  

(参考)前年同一期間 863,288 44,337 44,258 29,462 73.85 

前期実績 

（2015年 12月期 ） 
763,058 37,660 37,588 23,210 58.17 
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【参考情報】各報告セグメント別連結売上高予想 

 各報告セグメント別の第２四半期（累計）及び通期の連結業績予想は以下のとおりです。 

 

第２四半期（累計）連結売上高                                    （単位：億円） 

区    分 今回予想 
(参考) 

前年同一期間 

前年同一 

期間比 
調整後 

外貨増減率 

日本事業 2,055 1,923 6.9% 7% 
中国事業 630 597 5.6% 13% 
アジアパシフィック事業 250 256 △2.4% 7% 
米州事業 760 768 △1.0% 4% 
欧州事業 400 477 △16.2% △11% 

トラベルリテール事業 105 85 23.7% 30% 
合    計 4,200 4,106 2.3% 6% 

 

通期連結売上高                                                               （単位：億円） 

区    分 今回予想 

前回発表 

からの 

増減額 

(参考) 

前年同一期間 

前年同一 

期間比 

（今回予想） 

調整後 

外貨増減率 

 
（前回発表） 

調整後 

外貨増減率 

日本事業 4,160 100 3,960 5.1% 5%  3% 
中国事業 1,290 △15 1,257 2.6% 11%  10% 
アジアパシフィック事業 515 △45 527 △2.4% 7%  5% 
米州事業 1,665 △75 1,675 △0.6% 4%  6% 
欧州事業 860 △10 1,042 △17.4% △13%  △14% 
トラベルリテール事業 230 45 172 33.8% 41%  10% 
合    計 8,720 0 8,633 1.0% 4%  3% 

 

㈱資生堂(4911)　2016年12月期　第１四半期決算短信

- 6 -



 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 
（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 
（３） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 
 

㈱資生堂(4911)　2016年12月期　第１四半期決算短信

- 7 -



㈱資生堂(4911)　2016年12月期　第１四半期決算短信

- 8 -



㈱資生堂(4911)　2016年12月期　第１四半期決算短信

- 9 -



㈱資生堂(4911)　2016年12月期　第１四半期決算短信

- 10 -



㈱資生堂(4911)　2016年12月期　第１四半期決算短信

- 11 -



（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結損益計算書関係） 

事業譲渡益 

当第１四半期連結累計期間（自  2016年１月１日  至  2016年３月 31日） 

「Jean Paul GAULTIER」のフレグランスに関する知的財産権の譲渡等によるものです。 

 

  固定資産売却益 

当第１四半期連結累計期間（自  2016年１月１日  至  2016年３月 31日） 

  主に鎌倉工場の跡地売却によるものです。 

 

  構造改革費用 

  当第１四半期連結累計期間（自  2016 年１月１日  至  2016年３月 31日） 

世界全地域で推進中の構造改革に伴う臨時的な費用のうち、早期退職者の退職割増金等です。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  2015年４月１日  至  2015年６月 30日) 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

(注)２ 

四半期連 

結財務諸 

表計上額 

(注)３ 

日本 

事業 

中国 

事業 

アジアパ

シフィッ

ク事業 

米州 

事業 

欧州 

事業 

(注)１ 

トラベル

リテール 

事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 92,083 29,609 12,685 38,456 25,247 4,228 202,310 ― 202,310 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
10,289 145 55 2,754 981 ― 14,226 △14,226 ― 

計 102,372 29,755 12,740 41,211 26,228 4,228 216,537 △14,226 202,310 

セグメント利益又は 

損失(△) 
14,131 169 1,077 △2,269 3,129 656 16,894 △3,847 13,046 

(注) １ 欧州事業は、中東及びアフリカ地域を含みます。 

２  セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去△575百万円、各報告セグメントに配分していない 

全社費用△3,272百万円です。当該全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用です。 

３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

該当事項はありません。 

  

(のれんの金額の重要な変動) 

該当事項はありません。 

 

㈱資生堂(4911)　2016年12月期　第１四半期決算短信

- 12 -



Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  2016年１月１日  至  2016年３月31日) 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 

(注)２ 

四半期連

結財務諸

表計上額 

(注)３ 

日本 

事業 

中国 

事業 

アジアパ

シフィッ

ク事業 

米州 

事業 

欧州 

事業 

(注)１ 

トラベル

リテール

事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 104,581 31,439 12,512 37,812 20,758 6,160 213,264 ― 213,264 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
10,211 11 54 2,708 970 ― 13,956 △13,956 ― 

計 114,793 31,451 12,566 40,521 21,728 6,160 227,220 △13,956 213,264 

セグメント利益又は 

損失(△) 
18,841 3,690 1,302 △1,018 △56 1,667 24,427 △2,338 22,089 

(注) １ 欧州事業は、中東及びアフリカ地域を含みます。 

   ２  セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去1,470百万円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△3,808百万円です。当該全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用です。 

３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

 

  

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

該当事項はありません。 

  

(のれんの金額の重要な変動) 

該当事項はありません。 

  

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

（報告セグメントの区分方法の変更） 

当第１四半期連結会計期間より、当社グループ内の組織体制変更に伴い、報告セグメントを従来の「日

本事業」及び「グローバル事業」から、「日本事業」「中国事業」「アジアパシフィック事業」「米州事業」

「欧州事業」及び「トラベルリテール事業」に変更しています。 

  なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したもの

を記載しています。 
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